
絣染色による柄表現   織物組織による柄表現   

実用化 

事例 
ドット柄模様の帯の製品化 

【相手先企業】 縞 屋 

 

【開発の背景】 

結城産地の織物は，平織組織で織物の

柄は絣染色で表現されるのが一般的で

すが，今回は従来の産地規格とは異なる

織物組織で柄を表現した帯地を開発し

たいとの相談があり，製品化支援をおこ

ないました。 

  

 

【支援内容】 

  製品化されるまでの当センターの支援内容，企業との役割分担は下記のとおりです。 

 

 

【製品の紹介】 

ドットの配置，配色などを変えた帯地を「tumugi-dots」としてシリーズ展開しており，展

示会などでの販売でも大変好評を得ています。 
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当センター 企 業 
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受入れ研修 

織物組織で柄を表現するた

めに必要となる組織織物の作

図，高機による製織技術等の

習得を目的とした受入れ研修

を実施。 

 

 

製品仕様の提案 

 

ドット柄の織物組

織、配色等の提案、

高機での下拵え(綜

絖等の準備）、製織等

の技術的支援を実

施。 

 

 

試作作製 

 

ドット柄の配

置、柄浮きを変

え、数種類の試作

を作製し、製品仕

様を決定。 
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